
○友だちや保育士と関わりながら、好きな遊びを見つけ

て楽しむ。 

○身近な春の自然に興味を持ち、風を感じたり草花や虫

などに触れたりして遊ぶ 

ことを楽しむ。 

♪みどりのマーチ ♪めだかのがっこう 

♪こいのぼり ♪おつかいありさん ♪つばめ 

♭えんやらもものき 

        

 

      ♪ 

園外活動(たいよう組)について 

 １４日(金)たいよう組さんが、園外活動で三本松公園へ出かけます。 

この日は全員手作り弁当の日ですので、お弁当の準備をお願いします。 

 

   

わらべのうちだより 
令和４年４月２８日 

 

 

 
今年度がスタートして 1 ヶ月経ちますね。子どもたちも保育園の生活、新しいクラスや先

生に慣れてきました。新型コロナウイルス感染対策も３年目となり、手洗いうがいや、間隔

を空けての日々の活動も少しずつ定着してきました。保育園では、引き続きしっかり感染対

策を取りながら、外あそびや散歩を通して季節を感じたり、室内でも楽しい遊びをし、みん

なが笑顔で元気に過ごしていきたいと思います。 

この時期は、気温の急な変化や、新年度の疲れから体調を崩しやすい時期でもあります。

子どもたちの体調管理には、十分気を付けていきたいですね。 

 

 

 

 

お知らせ・おねがい 

 

 

 

５月の保育のねらい 

 

５月のうた 

 

  

よもぎ団子作り（たいようぐみ） 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

    

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日 日  

２日 月  

３日 火 憲法記念日 

４日 水 みどりの日 

５日 木 子どもの日(休日保育なし) 

６日 金 布団持ち帰り 

７日 土  

８日 日  

９日 月 園長の話 

１０日 火 集金日 

１１日 水 体操あそび 

１２日 木 ５歳児保育参加① 

１３日 金 

 園外活動（三本松公園：たいよう組） 

【全園児手作り弁当】 

布団持ち帰り 

１４日 土  

１５日 日  

１６日 月 ５歳児保育参加②身体測定 

１７日 火 太鼓 

１８日 水 ５歳児保育参加③ 

１９日 木 誕生会 

２０日 金 
４歳児保育参加① 
布団持ち帰り 

２１日 土  

２２日 日  

２３日 月  

２４日 火 ４歳児保育参加② 

２５日 水 避難訓練（火災） 

２６日 木 ４歳児保育参加③ 

２７日 金 布団持ち帰り 

２８日 土  

２９日 日  

３０日 月  

３１日 火 3歳児保育参加① 

行事写真の注文について 

行事ごとの写真を玄関前の掲示板に貼り出します。注文される方は送迎時に、写真の余白

の部分に名前を書いて注文して下さい。一枚３０円です。(必ず大人の方が書いてください。) 

生活の写真は、８枚程度、年度末にアルバムにしてお渡ししますので、子どもさんの 1

年の成長を写真でもまた見られるようにしたいと思います。（保護者会費より支出。） 

髪どめについて 

気温も少しずつ上がり暑くなる日があります。髪の長い子どもさんは、ゴム等で結んで

いただいておりますが、その際、何も付いていないシンプルなもので結んで下さい。小さ

い子どもさんや友だちに当たってケガをしたり、誤飲につながりますのでお願い致しま

す。ピンは、運動あそびをする時のさまたげになりますのでご家庭でご使用下さい。 

こいのぼり 

 5 月 5 日は「こどもの日」ということで、わらべのうち保育園の園庭やお部屋に、こいの

ぼりを飾ります。さわやかな風を受けて元気に泳ぐこいのぼりのように、みんな健やかに大

きくなってほしいですね。 

✿保育室の掲示や、毎月のクラスだよりで各クラスの活動の様子の見える化、あそびをよ

り理解してもらうために、写真を掲載させていただきます。活動によって様々な写真の写り

方、写る回数にむらがあることとは思いますが、ご理解いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

わらべのうち保育園 

 

くや いなのさん  やましな ようすけさん   

    ５歳          ３歳          

あおき とらのすけさん   

1歳 

           1歳 

春は環境の変化もあり、大人も子どもも気持ちが不安定になるこ

ともありますね。子育てについては日々、お悩みもあるかと思いま

す。私が出会った本のお言葉を少し紹介します。 

・「ゆっくり待っていてあげるから心配しなくていいよ。」という 

メッセージを伝えてあげ、子どもを見守る。 

・「しつけは繰り返し教えること、そして待つこと。」 

    児童精神科医 佐々木正美著「子どもへのまなざし」より 

子どもは大切に育てられたと実感できることが何より大切だそう

です。私たちも一人ひとりを大切に保育をしていきたいと思いま

す。岡 

                                      


